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一
八
人
を
数
え
る
創
立
者
の
中
で
、
法
学
は
言
う
に
及
ば
ず
政

治
か
ら
文
芸
に
至
る
ま
で
、
そ
の
才
能
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
発
揮

し
た
の
が
高た
か

橋は
し

健け
ん

三ぞ
う

で
あ
る
。

　

高
橋
家
は
、
も
と
も
と
曽
祖
父
の
代
か
ら
尾
張
徳
川
家
に
武
術

師
範
と
し
て
仕
え
て
い
た
が
、
健
三
の
父
石
斎
は
病
弱
で
あ
っ
た

た
め
そ
の
勤
め
を
辞
し
、
江
戸
に
出
て
書
法
家
と
な
り
、
や
が
て

知
己
の
高
徳
藩
主
戸
田
忠た
だ

至ゆ
き

に
請
わ
れ
て
、
そ
の
子
息
忠
綱
、

興お
き

朝と
も

兄
弟
に
書
法
を
教
え
た
と
い
う
。
そ
れ
が
縁
で
維
新
直
後
に

は
、
戸
田
忠
至
は
石
斎
を
徴
士
と
し
て
京
都
に
召
し
出
し
、
そ
れ

に
と
も
な
い
健
三
も
中
小
姓
と
し
て
忠
綱
、興
朝
兄
弟
の
伴
読（
勉

強
相
手
）
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
健
三
は
数
え
年
十
四
歳
で

あ
っ
た
。

　

一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
、
健
三
は
興
朝
に
従
っ
て
京
都
か
ら

東
京
へ
戻
り
、
翌
七
〇
年
高
徳
藩
が
下し

も

総う
さ

曽
我
野
に
移
封
さ
れ
る

に
際
し
同
地
へ
移
住
し
た
。
こ
の
年
、
政
府
は
各
藩
に
そ
の
禄
高

に
応
じ
て
優
秀
な
人
材
を
貢
進
生
と
し
て
大
学
南
校
に
出
す
よ
う

命
じ
、
曽
我
野
藩
か
ら
は
高
橋
が
選
ば
れ
た
。
高
橋
は
、
途
中
、

病
気
の
た
め
に
休
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
法
学
を
志
し
、
在

学
八
年
目
を
迎
え
た
七
八
年
、
も
う
す
ぐ
東
京
大
学
法
学
部
を
卒

業
と
い
う
間
際
に
な
っ
て
退
学
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
れ
に
は
理
由
が
あ
っ
て
、
当
時
、
旧
館
林
藩
主
秋
元
礼ひ
ろ

朝と
も

の

養
子
と
な
っ
て
い
た
興
朝
の
勉
学
修
業
の
た
め
と
も
に
京
都
へ
赴

く
こ
と
に
な
り
、
自
ら
も
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
学
を
教
え
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
高
橋
は
、
興
朝
の
た
め
に
卒
業
を
棒
に
振
っ
た
よ

う
に
見
え
る
が
、
興
朝
が
後
日
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
高
橋

は
「
学
業
は
実
力
さ
え
あ
れ
ば
卒
業
し
な
く
て
も
同
じ
事
」
だ

と
言
っ
て
、
全
く
意
に
介
さ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
神
田
錦
町
か
ら

駿
河
台
に
移
転
し
た
の
ち
、
本
学
は
校
地
拡
充
の
た
め
一
九
三
三

（
昭
和
八
）
年
に
約
一
、〇
九
〇
坪
の
用
地
を
取
得
す
る
が
、
そ

の
土
地
の
所
有
者
は
秋
元
興
朝
の
跡
を
継
い
だ
娘
婿
の
春
朝
だ
っ

た
。
真
偽
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
土
地
を
購
入
で
き
た

背
景
に
は
、
高
橋
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
す
で
に
三
五
年
の
歳
月
が

過
ぎ
て
い
た
と
は
言
え
、
旧
主
家
秋
元
興
朝
と
高
橋
と
の
深
い
縁

が
働
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
五
ヵ
月
ほ
ど
京
都
で
秋
元
興
朝
の
勉
学
に
付
き
合
っ
た

高
橋
は
、
そ
の
後
東
京
大
学
予
備
門
へ
の
入
学
が
決
ま
っ
た
興
朝

と
と
も
に
再
び
東
京
へ
戻
り
、『
情
況
証
拠
誤
判
録
』
や
『
英
国

政
典
』
の
翻
訳
で
生
計
を
立
て
て
い
た
が
、
一
八
七
九
年
駅え
き

逓て
い

局

へ
の
出
仕
を
皮
切
り
に
文
部
省
や
太
政
官
の
書
記
官
を
務
め
、
内

閣
制
度
発
足
時
に
官
報
局
次
長
と
な
り
、
八
九
年
の
大
日
本
帝
国

憲
法
発
布
直
後
に
は
官
報
局
長
に
昇
進
し
て
い
た
。

　

役
所
勤
め
の
一
方
、
高
橋
は
、
こ
の
頃
英
吉
利
法
律
学
校
の
創

設
に
参
画
し
た
ほ
か
、
同
じ
法
律
学
校
で
あ
る
専
修
学
校
や
日
本

初
の
私
立
商
業
学
校
と
い
わ
れ
る
東
京
商
業
学
校
の
設
立
に
も
深

く
関
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
わ
が
国
最
初
の
書
評
雑
誌
『
出
版
月

評
』、
総
合
学
術
雑
誌
の
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』、
日
刊
新
聞
『
東
京

電
報
』（
の
ち
に
新
聞
『
日
本
』
と
改
題
）、
自
ら
が
編
集
責
任
者

と
な
っ
た
大
阪
朝
日
新
聞
系
の
雑
誌
『
二
十
六
世
紀
』、
さ
ら
に

親
交
の
あ
っ
た
岡
倉
天
心
ら
と
今
に
続
く
美
術
雑
誌
『
国
華
』
を

創
刊
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
版
を
支
援
し
な
が
ら
、
自
ら
の

言
論
活
動
を
精
力
的
に
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

高
橋
健
三
と
い
う
と
、
大
隈
重
信
外
相
時
の
条
約
改
正
反
対
、

八
〇
年
代
末
に
起
こ
っ
た
民
法
商
法
実
施
延
期
な
ど
政
治
運
動
と

密
接
に
関
わ
っ
た
活
動
家
と
し
て
の
印
象
が
強
い
が
、「
自じ

恃じ

」

と
号
し
た
通
り
、
己
の
力
の
み
を
信
じ
て
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら

ず
生
き
抜
い
た
四
十
年
余
は
、
ま
さ
に
実
力
主
義
の
人
生
で
あ
っ

た
。
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葉
市
（
江
戸
生
ま
れ
）

生　

年　

一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
九
月
十
七
日

没　

年　

一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
七
月
二
十
二
日
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